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複合材料工学・信頼性工学・工学教育を軸に、マルチスケール解析
技術や機能創成デザイン等の下記の研究を産学連携・異分野融合に
より推進。

• 先進複合材料の力学的特性評価とマルチスケールモデリング
• 複合材料を用いた骨・インプラント系の設計・評価
• 外部刺激により接着力を低減する易解体性接着接合技術
• 水素蓄圧複合容器のマルチスケール信頼性設計・評価技術の開発
• 電子デバイス / 家電製品部材の信頼性評価
• 災害シミュレーション : 想定外事象に対する減災策の評価
• 将来可能性教育 : 高大連携・事業戦略のワークショップデザイン

輸送機器・車両分野、家電分野、事業戦略分野

複合材料工学・信頼性工学に基づく
設計・評価技術の創成
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•  鉄鋼材料のもつ性能を十二分に活かした溶接・接合構
造物を実現するための新たな溶接・接合プロセスメタ
ラジー制御の研究とそれを活かしたモノづくり技術の
創出に挑戦しています。

• 企業研究者としての経験を活かし、実用化を意識しな
がら実学としての溶接・接合工学の高度化を目指して
います。

社会インフラ、エネルギー関連機器、輸送機器など

溶接・接合プロセスメタラジー制御による
モノづくり技術の高度化
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＃溶接・接合プロセスメタラジー ＃鉄鋼材料
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